
県内企業の景況意識調査
（第183回）

2022年12月

共同調査
　大銀経済経営研究所
　大分信用金庫
　大分県産業創造機構

＊ 2022年　10～12月期〈Ⅳ期〉の実績見込み
＊ 2023年　  1～  3月期〈Ⅰ期〉の見通し

＊2022年　10～12月期〈Ⅳ期〉の実績見込み

製　造　業………２期連続で改善

卸・小売業………大幅に改善

建　設　業………３期ぶりに改善

サービス業………３期連続のプラス水準

観光需要の回復を受け、緩やかに改善

　今期（2022年10～12月期〈Ⅳ期〉）の業況判断BSIは、前期比18.9ポイント
増加の▲0.5となった。業種別のBSIは『建設業』『製造業』『卸・小売業』『サー
ビス業』の４業種で改善し、『金融・不動産業』『運輸業』の２業種で悪化した。
　今期は、観光需要の回復を受け、サービス業のほか、製造業や卸小売業のう
ち食料品関連企業の業況が改善し、全体の業況判断BSIも改善している。
　来期（2023年１～３月期〈Ⅰ期〉）の業況判断BSIは、今期比7.9ポイント低
下の▲8.4となる見通し。業種別のBSIは、『金融・不動産業』『運輸業』の２業
種で改善し、『建設業』『製造業』『卸・小売業』『サービス業』の４業種で悪化
する見通しである。
　来期の業況判断BSIは、今期比では悪化するものの、サービス業と製造業が
引き続きプラス水準の見通しとなっている。
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「よくなった」とする企業割合

観光需要の回復を受け、
緩やかに改善

◎業況判断
【今期】（２０２２年１０～１２月期〈Ⅳ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲ ０．５（前期比＋１８．９㌽）
＜内訳＞
・よくなった １８．３％（前期比＋ ７．３㌽）
・悪くなった １８．８％（前期比▲１１．６㌽）
・変わらない ６２．８％（前期比＋ ４．２㌽）
＜業種別＞
・前期比改善：４業種（『建設業』『製造業』

『卸・小売業』『サービス業』）
・前期比悪化：２業種（『金融・不動産業』

『運輸業』）

今期は、観光需要の回復を受け、サービス業のほ
か、製造業や卸小売業のうち食料品関連企業の業況
が改善し、全体の業況判断BSI も改善している。
来期の業況判断BSI は、今期比では悪化するも
のの、サービス業と製造業が引き続きプラス水準の
見通しとなっている。

【来期】（２０２３年１～３月期〈Ⅰ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲ ８．４（今期比▲ ７．９㌽）
＜内訳＞
・よくなる １３．６％（今期比▲ ４．７㌽）
・悪くなる ２２．０％（今期比＋ ３．２㌽）
・変わらない ６４．４％（今期比＋ １．６㌽）
＜業種別＞
・今期比改善：２業種（『金融・不動産業』

『運輸業』）
・今期比悪化：４業種（『建設業』『製造業』

『卸・小売業』『サービス業』）

◎売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：＋１１．５（前期比＋２０．９㌽）

６業種で改善
収益ＢＳＩ ：▲ ３．２（前期比＋２０．５㌽）

５業種で改善
【来期】
売上高ＢＳＩ：＋ ０．５（今期比▲１１．０㌽）

５業種で悪化見通し
収益ＢＳＩ ：▲１３．１（今期比▲ ９．９㌽）

５業種で悪化見通し

全 産 業 （１９３社）

― １ ―
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◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】
所定外労働時間ＢＳＩ：＋ ４．２（前期比＋ ９．０㌽）

４業種で上昇
雇用者数の現状ＢＳＩ：▲４６．６（前期比▲１４．１㌽）

６業種で低下
【来期】
所定外労働時間ＢＳＩ：＋ １．６（今期比▲ ２．６㌽）

◎経営上の問題点
１位：「原材料仕入価格高騰」（２８．９％）
２位：「売上不振」（２７．３％）
３位：「人手不足」（１７．６％）
４位：「人材不足」（１０．２％）
５位：「販売受注単価低下」（５．３％）
業種別にみると、「原材料仕入価格高騰」と回答し

た割合は、『製造業』が４２．０％と特に高い。「売上不振」
は『金融・保険業』で４２．９％と最も高くなっている。

◎設備投資実施割合
【今期】
実施企業の割合：３６．８％（前期比▲ ０．９㌽）

３業種で減少
＜投資目的＞
１位：「補修・更新」（６９．６％）
２位：「生産能力の拡大・売上増加」（１４．５％）
３位：「合理化・省力化」（７．２％）
【来期】
実施予定企業の割合：３８．９％（今期比＋ ２．１㌽）

２業種で増加見通し
＜投資目的＞
１位：「補修・更新」（７２．２％）
２位：「合理化・省力化」（１１．１％）
３位：「生産能力の拡大・売上増加」（８．３％）

◎「今年の冬季ボーナスの支給予定額」について
今回の調査において、「今年の冬季ボーナスの支給
予定額」について尋ねたところ、「前年の冬季と同水
準」が４１．５％、「前年の冬季より減少する」「わからな
い」が１５．５％、「前年の冬季より増加する」が１４．５％、
「ボーナスの支給予定はない」が９．８％となった。

― ２ ―
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２期連続で改善
◎業況判断
【今期】（２０２２年１０～１２月期〈Ⅳ期〉）
業況判断ＢＳＩ：＋ ５．９（前期比＋２１．０㌽）
＜内訳＞
・よくなった ２３．５％（前期比＋ ５．３㌽）
・悪くなった １７．６％（前期比▲１５．７㌽）
・変わらない ５８．８％（前期比＋１０．３㌽）
＜業種別＞
・前期比改善：４業種（「機械」「食料品」

「木材・家具」「その他」）
・前期比悪化：２業種（「化学・石油」

「印刷・出版」）
・前期比不変：２業種（「鉄・非鉄・金属」

「窯業・土石」）

全国旅行支援による土産品、外食需要の高まりか
ら「食料品」が大幅に改善し、全体の業況判断BSI
は２０１５年１０～１２月期以来のプラス水準となった。た
だし、経営上の課題として仕入高騰を挙げる企業の
割合は、依然として高い。

【来期】（２０２３年１～３月期〈Ⅰ期〉）
業況判断ＢＳＩ：＋ ２．９（今期比▲ ３．０㌽）
＜内訳＞
・よくなる １９．１％（今期比▲ ４．４㌽）
・悪くなる １６．２％（今期比▲ １．４㌽）
・変わらない ６４．７％（今期比＋ ５．９㌽）
＜業種別＞
・今期比改善：３業種（「印刷・出版」「窯業・土石」

「その他」）
・今期比悪化：４業種（「鉄・非鉄・金属」「機械」

「食料品」「木材・家具」）
・今期比不変：１業種（「化学・石油」）

来期の業況判断BSI は、部品不足の影響などか
ら悪化する見込みである。しかし、「悪くなる」と
の回答はわずかながら減少し、プラス水準を維持す
る見通し。

◎売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：＋１４．５（前期比＋２０．５㌽）
収益ＢＳＩ ：▲ ４．４（前期比＋２４．４㌽）

【来期】
売上高ＢＳＩ：＋１０．２（今期比▲ ４．３㌽）
収益ＢＳＩ ：▲ ７．３（今期比▲ ２．９㌽）

製 造 業 （７０社）

― ３ ―
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大幅に改善
◎業況判断
【今期】（２０２２年１０～１２月期〈Ⅳ期〉）
『卸売業』
業況判断ＢＳＩ：± ０．０（前期比＋３６．４㌽）
＜内訳＞
・よくなった ２０．０％（前期比＋１５．５㌽）
・悪くなった ２０．０％（前期比▲２０．９㌽）
・変わらない ６０．０％（前期比＋ ５．５㌽）

『小売業』
業況判断ＢＳＩ：▲１６．７（前期比＋２７．３㌽）
＜内訳＞
・よくなった １２．５％（前期比＋ ８．５㌽）
・悪くなった ２９．２％（前期比▲１８．８㌽）
・変わらない ５８．３％（前期比＋１０．３㌽）

卸売業、小売業ともに売上高BSI、収益 BSI が改
善し、業況判断BSI も改善した。観光や外食の需
要回復に伴い、食料品を扱う企業の業況が改善して
いる。

【来期】（２０２３年１～３月期〈Ⅰ期〉）
『卸売業』
業況判断ＢＳＩ：▲３０．０（今期比▲３０．０㌽）

『小売業』
業況判断ＢＳＩ：▲１６．６（今期比＋ ０．１㌽）

卸売業では「よくなる」と回答した企業はなく、
仕入高騰や製品の供給不足の懸念から悪化した。小
売業では今期とほぼ同水準の見通しである。

◎卸売業：売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：＋２０．０（前期比＋４３．８㌽）
収益ＢＳＩ ：▲１５．０（前期比＋２３．１㌽）

【来期】
売上高ＢＳＩ：▲１５．８（今期比▲３５．８㌽）
収益ＢＳＩ ：▲４７．４（今期比▲３２．４㌽）

◎小売業：売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：＋ ４．１（前期比＋２４．１㌽）
収益ＢＳＩ ：▲ ４．２（前期比＋４３．８㌽）

【来期】
売上高ＢＳＩ：▲ ４．２（今期比▲ ８．３㌽）
収益ＢＳＩ ：▲１２．５（今期比▲ ８．３㌽）

卸・小売業 （４４社）

― ４ ―
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B S IB S I

３期ぶりに改善
◎業況判断
【今期】（２０２２年１０～１２月期〈Ⅳ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲ ７．７（前期比＋２０．３㌽）
＜内訳＞
・よくなった ７．７％（前期比＋ ７．７㌽）
・悪くなった １５．４％（前期比▲１２．６㌽）
・変わらない ７６．９％（前期比＋ ４．９㌽）

前期と比べ「悪くなった」との回答が減少し、今
期の業況判断BSI は大幅に改善した。経営上の課
題としては、仕入高騰を挙げる割合が低下した一
方、人手不足を挙げる割合が上昇した。

【来期】（２０２３年１～３月期〈Ⅰ期〉）
業況判断ＢＳＩ：▲２６．９（今期比▲１９．２㌽）
＜内訳＞
・よくなる ７．７％（今期比± ０．０㌽）
・悪くなる ３４．６％（今期比＋１９．２㌽）
・変わらない ５７．７％（今期比▲１９．２㌽）

来期の業況判断BSI は今期より大幅に悪化する
見通しとなっている。一部では、建築コストの高止
まりから住宅需要の冷え込みを危惧する声もあった。

◎売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：▲ ７．７（前期比＋ ４．３㌽）
収益ＢＳＩ ：▲１９．２（前期比＋ ４．８㌽）

【来期】
売上高ＢＳＩ：▲１５．４（今期比▲ ７．７㌽）
収益ＢＳＩ ：▲２３．１（今期比▲ ３．９㌽）

◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】
所定外労働時間ＢＳＩ：▲１１．５（前期比＋ ８．５㌽）
雇用者数の現状ＢＳＩ：▲７６．９（前期比▲１０．２㌽）

【来期】
所定外労働時間ＢＳＩ：± ０．０（今期比＋１１．５㌽）

足元では人手不足感がさらに強まっており、雇用
者数の現状BSI は比較可能な１９９２年Ⅲ期以降で最
低となった。

建 設 業 （２６社）

― ５ ―
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B S IB S I

３期連続のプラス水準
◎業況判断
【今期】（２０２２年１０～１２月期〈Ⅳ期〉）
業況判断ＢＳＩ：＋１８．２（前期比＋１１．８㌽）
＜内訳＞
・よくなった ２７．３％（前期比＋１４．４㌽）
・悪くなった ９．１％（前期比＋ ２．６㌽）
・変わらない ６３．６％（前期比▲１７．０㌽）

全国旅行支援や水際対策の緩和により、観光関連
の業況が大幅に改善した。全体では２期ぶりに改善
し、３期連続のプラス水準となった。
サービス業のうち観光関連の１５社では、「よく
なった」と回答した企業は前期比４２．４ポイント増の
６０．０％、「悪くなった」と回答した企業はなかった。
観光関連以外の１８社では、「よくなった」と回答

した企業がなく、「悪くなった」と回答した企業は
１６．７％だった。

【来期】（２０２３年１～３月期〈Ⅰ期〉）
業況判断ＢＳＩ：＋ ３．０（今期比▲１５．２㌽）
＜内訳＞
・よくなる ２１．２％（今期比▲ ６．１㌽）
・悪くなる １８．２％（今期比＋ ９．１㌽）
・変わらない ６０．６％（今期比▲ ３．０㌽）

◎売上高と収益
【今期】
売上高ＢＳＩ：＋１８．１（前期比＋１４．９㌽）
収益ＢＳＩ ：＋２４．２（前期比＋１７．７㌽）

【来期】
売上高ＢＳＩ：± ０．０（今期比▲１８．１㌽）
収益ＢＳＩ ：▲ ６．１（今期比▲３０．３㌽）

◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】
所定外労働時間ＢＳＩ：＋ ９．１（前期比▲ ３．８㌽）
雇用者数の現状ＢＳＩ：▲４８．４（前期比▲１６．２㌽）
【来期】
所定外労働時間ＢＳＩ：＋１２．１（今期比＋ ３．０㌽）

サービス業 （３３社）

― ６ ―



B S I とは

ＢＳＩとは “Business　Survey　Index” の略

　企業経営者の業況に関する判断や景気見通しを “よくなる・よくなった”、“変わらない”、

“悪くなる・悪くなった” という３つの形式で回答を求め、これを数値であらわしたもので

ある。

　ＢＳＩは次の数式で求められる。

①〔よくなる〕＋〔変わらない〕＋〔悪くなる〕＝100％とする

②〔変わらない〕の回答分を除く

③ ＢＳＩ＝〔よくなる〕－〔悪くなる〕

ＢＳＩが前期を上回れば景気は改善、前期を下回れば悪化という見方をする。

調査の概要

　当調査は、大銀経済経営研究所、大分信用金庫、大分県
産業創造機構の三者合同によるアンケート調査である。

◎調 査 時 点 　　2022年11月20日
◎調査の内容
　・自社の景況の実績と見通し
　・売上高と収益の実績と見通し
　・設備投資実施割合
　・経営上の問題点など
◎調 査 対 象
　・県内に本社または出先事業所を有する企業429社
◎回答企業数 　　 193社
　・回答率 　　 45.0％
　・規模別割合
　　　資本金１千万円未満・個人  7.8％
　　　資本金１千万円～１億円未満 60.6％
　　　資本金１億円以上 15.5％
　　　無回答 16.1％


